
▲２年 鈴木 紫衣 「森を散歩する狼」 ▲２年 藤原 昊大 「ラッコのアピール」

国連が示したＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)の考えに貢献するために、今回からペーパー

レス化を図り、「すずかけ」もデジタル版にして発信することにしました。

内容についても一新し、日頃から発信している校報や学年通信などと重複するものは

カットし、生徒会活動に関わる情報を中心に掲載しています。



前期生徒会執行部
生徒会長 ３年 天野 祥真

副会長 ３年 伊藤 奏大
３年 鈴木  鳴
２年 小玉 碧音
２年 冨樫 美咲

書記 ３年 渡邊 竜生
２年 奈良 ひまり

一般執行部 ３年 菊地 ひなた
３年 進藤 琉生
２年 安保 紗彩
２年 舘岡  葵

前期生徒会スローガン

前期生徒会各委員会
　生活委員会

委員長 ３年 古戸 翔大
副委員長 ３年 鈴木 琉輝矢

　学習委員会

委員長 ３年 杉山 理依花
副委員長 ３年 近藤  笑

　環境委員会

委員長 ３年 栗山 理夢
副委員長 ３年 佐藤  快

　給食委員会

委員長 ３年 中田 海希
副委員長 ３年 小玉 燈耶

　保健委員会

委員長 ３年 安田  星
副委員長 ３年 冨樫  光

　図書委員会

委員長 ３年 伊藤 大空
副委員長 ３年 太田 理央

　放送委員会

委員長 ３年 櫻庭  椛
副委員長 ３年 渡邊 愛輝

　１年学年委員会

委員長 １年 伊藤 潤葉
副委員長 １年 藤田 桃果

　２年学年委員会

委員長 ２年 櫻庭 功琉
副委員長 ２年 小野 心桜子

　３年学年委員会

委員長 ３年 田仲 健太朗
副委員長 ３年 伊藤 飛燕

活動目標「丈夫な体と心を身につけるために保健委員会が
        ポスター作成や手洗い、歯みがきの呼びかけを行う」

活動目標「自分たちが積極的に本の面白さを伝える」
    「責任をもって図書室の管理をする」

活動目標「聞く人が明るく元気になれるような放送をしよう」

活動目標「困った時や問題があった時に、
            学級会で積極的に話を進めよう」

活動目標「皆が達成感を味わえるような活動を実施する」
    「切り替えが早くできるように声をかける」

活動目標「様々な行事を企画し、楽しみながら経験を
              積めるような雰囲気作りをする」

羽城一心(うじょういっしん) ～咲き乱れる笑顔と芽吹く個性～

　羽城中生の心を一つにし、この先どんな困難があってもあきらめずに立ち向かえるようにしたいという願いを込めています。ま
た、たくさんの笑顔を咲かせ様々な個性を芽吹かせて全校生徒が楽しく元気に学校生活を送ってほしいという意味も含めまし
た。これからも学校生活を最高の仲間と最高の思い出をつくれるように支え合い、協力し合いながらみんなで頑張っていきましょ
う。

活動目標「あいさつ運動と鍵チェックと整容チェックを
                   責任をもって遂行する」

活動目標「苦手克服のために集中して学習できる環境をつくる」

活動目標「環境を整え学校全体の綺麗を保つ」

活動目標「常時活動の徹底と呼びかけをする」



後期生徒会執行部
生徒会長 ２年 冨樫 美咲

副会長 ２年 加賀谷 緋来
２年 奈良 ひまり
１年 菊地 望桜

書記 １年 菊地 つき
一般執行部 ２年 伊藤 友喜

１年 佐藤  楽
１年 伊藤 潤葉

後期生徒会スローガン

後期生徒会各委員会
　生活委員会

委員長 ２年 永井 仁生
副委員長 ２年 菅原 梨佑

　学習委員会

委員長 ２年 門間 大和
副委員長 ２年 佐々木 聖護

　環境委員会

委員長 ２年 橘内 颯佑
副委員長 ２年 鈴木 颯太

　給食委員会

委員長 ２年 小玉 知毅
副委員長 ２年 佐々木 育心

　保健委員会

委員長 ２年 柴田 玄奥
副委員長 ２年 伊藤 蒼真

　図書委員会

委員長 ２年 伊藤 想逢
副委員長 ２年 渡部 紗凪

　放送委員会

委員長 ２年 舘岡  葵
副委員長 ２年 櫻庭 功琉

　１年学年委員会

委員長 １年 川上 優輝久
副委員長 １年 山田 唯翔

　２年学年委員会

委員長 ２年 安保 紗彩
副委員長 ２年 安田 旬汰

　３年学年委員会

委員長 ３年 渡邊 竜生
副委員長 ３年 吉田 颯馬

活動目標「環境を整え学校全体の綺麗を保つ」

Update(アップデート) ～いざ、羽城の新時代へ～

　今まで行ってきた活動をさらに進化させ、新時代の羽城中をみんなで創っていくという意味を込めました。また、生徒一人一人
が新しいことに挑戦し、活気あふれる学校にしていきたいという願いも込めました。今までの伝統も大切にしながら、今の羽城中
のいいところや改善しなければいけないところと向き合い、新しい活動にも挑戦していきます。生徒全員が協力して、羽城中を
「アップデート」し、みんなが明るく、一人一人が輝く最高の学校にしていきましょう。

活動目標「挨拶運動と整容チェックを責任を持って遂行する」

活動目標「苦手克服のために、集中して学習できる環境にする」

活動目標「３年生最後を笑顔で終われるような行事を企画する」

活動目標「食べ残しを減らし、
        こまめに呼びかけをしながら、素早く行動する」

活動目標「丈夫な体と心を身につけるために保健委員会が
          手洗い、歯みがきの呼びかけを積極的に行う」

活動目標「自分たちが積極的に本の面白さを伝える」
    「責任をもって図書室の管理をする」

活動目標「聞く人が聞き取りやすい明るい放送をしよう」

活動目標「一人一人が中心となり、
         自立できるようにサポートをしよう」

活動目標「３分前着席の呼びかけ」
    「切り替えキャンペーンの実施」「学年企画の計画」
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羽城祭令和６年９月７日（土）
開場8:30～

ひとりじゃないって最強だ
～Pop! Step! 青春Jump!～

デザイン２年１組小玉遥空
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令和６年度 合唱コンクール 演奏順と審査結果

順 学級 曲 名 指揮者 伴奏者 結果

１ １年 明日へ 淡路 美和 菊地 つき

２ １－２ マイ バラード 伊藤 潤葉 菊地 つき 銀賞

３ １－１ 大切なもの 佐藤 楽 ＣＤ 金賞

４ ２年 キミのもとへ… 小玉 知毅 小野 心桜子

５ ２－１ 時を越えて 安保 紗彩 冨木 柚希 金賞

６ ２－２ 輝くために 関谷 百華 小野 心桜子 銀賞

７ ３年 ＣＯＳＭＯＳ 菊地 ひなた 伊藤 大空

８ ３－２ 虹 伊藤 奏大 鐙 葉 銀賞

９ ３－１ 手紙 ～拝啓 十五の君へ～ ☆伊藤 大空 ◇中田 海希 金賞◎

☆はベストコンダクター賞 ◇はベストピアニスト賞 ◎は最優秀賞



＜生徒の振り返りから＞

◆僕は、生徒会長として最後の大仕事でした。今まで生徒会執行部で学んだことを生かして、み
んなで活動できたと思います。総務部門や執行部の人たちが一生懸命頑張ってくれたお陰で、悔
いの残らない最高の羽城祭にすることができました。今回、あらためて自分が人に助けられてい
ることを実感しました。みんなにはとても感謝しています。生徒として参加する羽城祭は最後だ
ったので、悲しい気持ちもありますが、このメンバーで過ごせたことを誇りに思います。

◆最後の羽城祭で、今やりたかったことを全力でできたから、悔いはない。だから、大人になっ
ても小さなことでも全力で頑張れる人になりたい。ただ、本気で頑張って負けた時の悔しさが忘
れられない。それでも自分はできることはすべてやって負けたから、相手が歌がうまかったって
ことは分かった。ただ、負けて悔しい気持ちは強い。

◆合唱コンクールでは惜しくも優勝が叶わなかったけど、私も皆も最後に本気を出せてよかった
と思います。短い期間でここまでこれたのも皆の力があったから本気で歌えたと感じました。ま
た部門の活動では、３年生にとって最後の部活動で、最後の作品展示でした。美術部員が協力し
合ってアイディアを出すことができました。美術部展を盛り上げてくれた部員と、手助けしてく
れた先生には感謝の気持ちでいっぱいです。自分の将来に生かしていきたいです。羽城祭もとて
もいい思い出になりました。楽しかったです。

◆私には、吹奏楽の演奏とドリームステージがありました。吹奏楽の演奏では、３年生が１、２
年生と一緒に吹ける最後の日だったので、思いっきり楽しんで演奏しました。他の人たちも、ス
テージに上がって盛り上がってくれてうれしかったです。アンコールも、演奏が聞こえなくなる
くらい楽しんでくれてうれしかったです。また、ドリームステージではダンスをしました。最初
はすごく不安だったけど、周りの人がたくさん盛り上げてくれて、安心して楽しく踊ることがで
きました。全員の協力があってうまくいったので、準備期間も楽しく過ごせ、成功することがで
きてよかったです。



◆３年１組のみなさんへ。合唱が本当にすてきでした。とてもかっこよくて、来年はもっと上を
目指すように頑張りたいと思いました。すごく感動していて、いつの間にか泣いていたので、自
分でも驚くくらいすばらしかったです！そして本当にありがとうございました。

◆私は、今回の羽城祭でピアノ伴奏という重大な役割を担っていることを自覚し、責任をもって
やることができました。伴奏では、自分が苦手なところを特に意識し、みんなの歌声に合わせる
ことで、本番では練習以上の成果を出すことができました。次の羽城祭では、みんなの歌声や歌
詞に合わせた演奏がしたいです。

◆合唱のときはとても緊張しました。でも羽城祭で大事なことの通り、楽しんで歌うと緊張しな
くなり、楽しんで歌うことができました。これまで練習してきたおかげで、少しでも声を出すこ
とにより、学年では金賞をとることができて嬉しかったです。吹奏楽部の演奏では、アンコール
がきて、ステージに上がることがびっくりしました。ドリームステージは初めて友だちの歌声を
聞いて、すごかったです。別の友だちのダンスもキレキレですごかったです。初めての羽城祭は
楽しかったです。来てくれた人たちにも、楽しんでもらえたので良かったです。来年も楽しみた
いです。

◆２、３年生になると、１年生の時とは違い自分たちがやらなければならない役割がたくさんあ
り、責任を持って最後まで役割を果たさなければならないことを学ぶことかできました。次に生
かしたいことは、自分の役割にもう少し責任をもちたいです。１年生は、はじめての羽城祭で分
からないことかたくさんあったけれど、先輩方から優しく教えてもらったことを生かして次の１
年生をリードしていきたいです。

◆合唱はとても緊張しましたが、しっかりと歌いきることができました。最初の練習よりもしっ
かり声が出ていました。練習のときは、声が出なかったりふざけたりしていましたが、練習をし
ていくにつれて声も出てきて、ふざけるのも無くなっていき、まじめに練習して本番でしっかり
と歌いきることができてよかったです。僕が羽城祭で心に残っているのは、３年生の学年合唱と
閉祭式です。３年生の学年合唱は最終的にあのような合唱をしたいという目標になりました。閉
祭式は、ダンスや、生徒会と総務部門が体育館を走って会場を盛り上げ、３年生の生徒会の最後
の活動をおもいっきり楽しんでいたのが伝わってきました。その他のドリームステージなども最
高におもしろかったです。

◆自分の仕事をちゃんとやり、合唱の時も自分の
パートで歌い羽城祭を乗りきることができまし
た。けどこれは自分一人の力でできたことではな
く、友達や先輩達の支えがあったからこそ乗りき
ることができたんだと僕は思います。やっぱり「ひ
とりじゃないって最強だ」と改めて思いました。



令和６年度 縦割り班活動 part1

校内競技会 6月3日(月)実施

成績一覧
優勝 準優勝 第３位

学年種目 １年 赤 黄 緑

学年種目 ２年 黄 赤 緑

学年種目 ３年 黄 緑 青

赤、黄 青 緑

全員リレー １年 緑 青 赤

全員リレー ２年 黄 緑 青

全員リレー ３年 青 黄 緑

100m徒競走 １年 緑 赤 青

100m徒競走 ２年 黄 緑 赤

100m徒競走 ３年 青 黄 緑

黄 緑 赤

チームリーダー一覧
縦割り班

２、３、６、
７、９、10

１、４、５、
８、11、12

13、14、16、
20、21、23

15、17、18、
19、22、24

＜生徒の振り返りから＞

◆お互いのよさを認め合うことの大切さを学びました。よさを認
め合うことで、チームの団結力が高まり、楽しく競技をすること
ができました。リレーは、色々なトラブルがあって２位だったけ
ど、みんなと協力して走ることができてうれしかったです。ムカデ競走は練習の時よりも速くなっていてよ
かったです。みんなで協力しながら作戦を考えることを、次に生かしていきたいです。

◆チーム一体となって全力を出し切れた。応援ではみんな大きな声を出して頑張った。リレーでは１位を取れ
ず悔しかったけれど、授業で学んだことを活かせたのでよいと思う。学年の五色綱引きもあまりよい結果では
なかった。今回は、負けたことで、結果だけではなく過程も大切だと学んだ。

※100m徒競走は保体の授業で実施

競技名

総合成績

チーム名

応援合戦

氏名（３年生）

団長  菊地 ひなた
副団長 伊藤 大空

団長  鈴木 侑真
副団長 佐々木 美陽

団長  伊藤 奏大
副団長 山平 莉子

団長  田仲 健太朗
副団長 鎌田  雫

スローガン　気炎万丈 ～最強チームの道～

赤 組

青 組

緑 組

黄 組



◆３年生のような優しく丁寧に教えてくれる先輩になります！リレーの時などにも応援してくれて、ありがと
うございました！

◆応援では、もじもじしている方がかえって目立つことと、チームのモチベーションやパフォーマンスも下
がってしまうことを学びました。このことを忘れずに、来年の校内競技会に臨みたいと思います。そして、些
細なことも手を抜かないように気をつけたいです。

◆黄組のみんなへ。応援合戦の練習の時、最初から声が出ていたけ
ど、本番ではもっと声が出ていてビックリしました。ありがとう！

◆校内競技会で学んだことは、責任です。色別全員リレーで、もし自分が休めば、誰かが２回走ることになる
ので、自分の係や役割にとても責任を感じました。

◆３年生は、１、２年生に流されず仕事をしっかりとこなしていて、見習いたいと思いました。１年生は、切
り替えがしっかりしていてすごいと思いました。２年生は、元気があって盛り上げていてすごくよかったで
す。応援練習では、３年生が１、２年生を引っ張っていて、説明も分かりやすくて、来年は自分も３年生みた
いになりたいです。

◆緑組は、応援合戦で最下位でしたが、最後まで諦めず全員でリレーや徒競走に全力で取り組んだ結果、最終
的に２位になることができました。また、応援練習では、回数を重ねるごとにみんなの声が大きくなっていく
のを実感することができて、とても楽しかったです。

◆普段あまり関わることのない先輩や１年生と関わることで、最初のうちは応援がバラバラだったけど、何回
もやるうちにお互いを理解し合って、まとまりが出てくることを知ることができました。

◆今年は、１、２年生を引っ張っていく立場ということもあり、少し緊張しましたが、１、２年生の協力があ
り、無事に応援合戦などを大成功に終わらせることができました。１、２年生に応援の動きを優しく教えた
り、お手本になるように大きな声を出したりできたと思います。

◆保体の授業で習った走り方を使って走ったら、思った以上に速く走ることができたので、その走り方を次に
生かしたい。

◆綱引きで、力があっても作戦負けしているところがあったので、作戦や協力関係も大事だと学んだ。

◆保体の授業では、走り方、ムカデ競走、バトンパスの練習を一つ一つ丁寧にしてきました。最初は全然でき
ておらず、遅かったり迷惑をかけたりしていましたが、丁寧に練習してきたお陰で経験を積み重ね、心残りの
ないよい走りができたと思います。

◆私は運動が得意ではないので、速い人の走り方やリレーのバトンパスのやり方を見て、実際にやってみるこ
とを心がけて頑張りました。応援では、校歌を歌う時に腰を大きく動かしたり、エールの時に高くジャンプし
たりするなど、体を大きく動かすことを頑張りました。



令和６年度 縦割り班活動 part2

UJOlympic 12月25日(水)実施

成績一覧
競技名 優勝 準優勝 第３位

バレーボール競技 ブルー ホワイト ピンク

バドミントン競技 グリーン ブルー ピンク

ドッジボール競技 グリーン ホワイト ピンク

しっぽ取り競技 レッド グリーン ピンク

百人一首競技 ピンク グリーン レッド

ババ抜き競技 グリーン レッド イエロー

総合成績 グリーン ピンク レッド

チームリーダー一覧
チーム名 縦割り班

ピンク １～４

ブルー ５～８

イエロー ９～１２

グリーン １３～１６

ホワイト １７～２０

レッド １８～２４

＜生徒の振り返りから＞

櫻 庭 功 琉

氏名（２年生）

サリム ノール

橘 内 颯 佑

小 玉 知 毅

菅 原 愛 登

柴 田 玄 奥

◆私がＵＪＯリンピックで学んだことは、仲間との助け合い、協力です。仲間と協力することでうれしさや楽
しさを感じることができました。先輩や後輩が全力で取り組み、一生懸命な姿から学ぶことができました。一
人一人が楽しみながら参加することで、チームの団結力を高めることができると思いました。学校行事をとお
して学年の枠を超え、交流を深めることができました。どの競技でも、全員が本気で戦うのは大切なことだと
思いました。社会に出ると、本気で何かをすることは減ると思うので、今を大切にして、何でも楽しめるよう
にしたいと思いました。

◆私がＵＪＯリンピックで大切だと思ったことは、安全に活動することです。相手にも自分にもけがのないよ
うに行動することが大切だと思いました。また、違う学年の人にも思いやりをもって活動することが交流を深
めるための手段だと感じました。大変だったことは、班長の仕事です。朝に集まって話し合ったり、放課後に
集まって決めたりするのは大変でした。でも、終わった後の達成感を味わうことができました。班をまとめた
り、団結力を高めたりすることは大変だったけど、同じ学年だけでなく、他学年とも交流を深めることができ
てうれしかったです。



◆学んだことは、みんなで協力すれば成功するということです。バドミントンでお互いポジションなど決め
て、どんなふうに動くかや、自分たちの得意な打ち方や苦手な打ち方を共有して、いっぱい作戦を練って競技
に参加することができた。結果は負けてしまったけれど、協力することができて嬉しかったです。しっぽ取り
では、4本しかしっぽを取ることができませんでした。でも、先輩からしっぽ取りで勝つ方法などを共有しても
らったり、自分がしっぽをもって走っていると「かごに置いてきてあげようか？？」など、言葉をかけてもら
い嬉しかったです。新しい友達もできて、すごく楽しい球技大会になったので良かったです。

◆ルールやマナーをしっかり聞いて安全にUJolympicをやることができました。チームの人と協力して他学年と
の交流を深めることができ、やったことのないスポーツに挑戦することができました。バドミントンのラリー
やスマッシュを打つ楽しさも感じました。しっぽ取りでは仲間と協力してしっぽを取ることができ、負けてし
まいましたがとても楽しい時間なりました。学んだことは、他学年と組むことで仲を深めることができ、同学
年では味わえない体験をしました。またUJoympicをやりたいです。2年生のみなさんありがとうございまし
た。

◆どの競技も他学年と交流するので、うまくできるか心配だったけど、２、３年生が優しく接してくれて嬉し
かったです。メッセージを書くときに、声をかけてくれた人がいて嬉しかったです。勇気を出して頼んでみる
と明るく受け取ってくれたので、挑戦してみるのも良い事だなと思いました。他のチームなどを見ていると、
声をかけ合ったり、励まし合ったりしているチームがうまくいっていると思いました。団結力を高めたり、交
流を深めたりするためには積極的にコミュニケーションをとることが大事だと思いました。

◆大切だと思ったことはチームの団結力です。ドッジボールでも投げるのやよけるのがうまい人がいても外野
にパスを出したり友達に渡したりしてチームワークを発揮してものすごく強かったチームがいたのでチーム
ワークは大切だと思いました。それにチームリーダーがみんなを引っ張ってくれたりして、リーダーとしての
頑張りがすごく伝わってきて、本当に素晴らしいチームリーダだと感じました。
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都城市との交流事業に参加して

２年 冨樫 美咲 ２年 加賀谷 緋来 １年 菊地 望桜

私たちは、12月12日(木)から14日(土)までの3日間、潟上市と宮崎県都城市との

交流事業に参加してきました。今日は都城市で学んだことや感じたことなどにつ

いてお話します。

一日目は最初に、石川理紀之助翁と同じく山田地区の農業の発展に貢献した、

前田正名翁と坂本源兵衛翁にゆかりのある場所を見学しました。前田用水路と用

水路の水の根元である関之尾の滝です。当時、山田地区には農業をするための十

分な水がなく、困っていたところ、前田翁と坂本翁、仲間たちが苦労して前田用

水路を作りました。岩を上って作業していた人もいると聞いて、命がけでできた

用水路がずっと山田地区を支えてきたのだと感動しました。その後は、石川理紀

之助翁の銅像としまうつりの碑、石川翁が山田地区にいるときに、地域の人々に

勉強を教えていた夜学の石碑を見学し、山田のかかし笑劇団の方による前田翁、

坂本翁、石川翁の映像を鑑賞しました。特に心に残ったのは、前田翁が報酬は用

意できないといっても、石川翁と仲間たちは仕事を引き受けたことです。石川翁

の困っている人を助けたいという思いが感じられました。たくさんの人の思いが

今の山田地区に引き継がれていることを感じた１日でした。

二日目は、山田中学校を訪問し、交流を行いました。山田中の生徒の皆さんか

らの盛大な歓迎セレモニーから始まりました。宮崎弁や郷土料理に関するクイズ

で盛り上がったり、生徒会の皆さんが作成した学校を紹介するＣＭを見たりしま

した。僕たちは潟上市の紹介と羽城中学校についてスライドを使って紹介をしま

した。はじめて会う人の前で話すことは緊張しましたが、練習通りに発表をする

ことができました。紹介が終わり、教室で山田中の皆さんと授業をしました。僕

は２年２組で理紀之助カルタをしました。山田中の生徒の皆さんは積極的で特別

交流でも通常の授業でも、たくさんの手が挙がっていて、緊張せずに楽しい気持

ちで参加することができました。その後、山田中、天王中、天王南中の生徒会と

グループディスカッションをしました。地域を活性化させるには、どうすればい

いのかを各学校の取り組みを紹介しながら話し合いをしました。羽城中の参考に

なりそうなこともあったので、この後生かしていきたいと思います。楽しみにし

ていた給食の時間は、チキン南蛮や地鶏の炭火焼きなど宮崎の美味しい物を沢山

食べました。給食で驚いたことは、山田中では、ストローがないので、皆、牛乳

パックから直接飲んでいたことです。短い時間でしたが、秋田との文化の違いや

山田中の良さをたくさん発見することができました。



最後に石川理紀之助翁について学んだことをお話します。理紀之助翁は、前田

正名翁から「桜島の噴火で避難した農民の開拓の志を起こしてほしいから、６か

月の間だけでも手伝ってほしい」という内容の手紙が届きました。旅費を自己負

担とし、死を覚悟して同志７人と共に20日間かけて山田地区に行きました。秋田

弁と薩摩弁とでは言葉が通じない、文字の読み書きができない人が多く苦労しま

したが、村人とにっこり笑って挨拶をし、心を通わせることから始めたそうです。

また、夜に学校を開き、人々に勉強を教えて活気のある村にしました。次第に、

理紀之介翁たちのつつましく誠実な

人柄を慕って、夜学会では目を輝か

せて学ぶ姿があったそうです。

都城市山田地区には、道路の目立

つ所に理紀之介翁の立派な銅像が建

てられていたり、夜学会で学んでい

た方が住んでいた自宅には、本人が

書いた手紙や掛け軸が今でも大切に

保管されていました。123年経った

今でも、理紀之介翁の教えを伝承し

ようという気持ちを町全体から感じ

ました。

今回の交流事業を通して、理紀之助翁による山田地区での活動をより詳しく学

ぶことができました。また、山田中学校の皆さんをはじめ、都城市の方々が私た

ちを歓迎してくれて、理紀之介翁が繋いでくれた縁なんだと改めて思うことがで

きました。これからもこの交流が続いてほしいと思います。以上で３日間の交流

事業で学んだことについての報告を終わります。

※ 1月14日(火)の冬休み明け集会で報告した時の原稿から



月 日 曜 行　　事

1 月 春季休業～3日

4 木 新任式、前期始業式、入学式準備

5 金 入学式

8 月 学習集会、交通安全教室、個人写真撮影

9 火 身体計測、生徒会入会式、部活動紹介

11 木 ＮＲＴ学力検査、生徒会前期各委員会任命式、生徒会各委員会

15 月 Ⅰ期時間割開始～6/28

16 火 ３年生全国学力･学習状況調査(質問紙)

17 水 ＰＴＡ授業参観･総会

18 木 ３年生全国学力･学習状況調査(国、数)

22 月 前期生徒総会議案書読み合わせ

23 火 縦割り班顔合わせ

27 土 市郡春季大会１日目

28 日 市郡春季大会２日目

29 月 【昭和の日】

30 火 振替休業日

3 金 【憲法記念日】

4 土 【みどりの日】

5 日 【こどもの日】

6 月 【振替休日】

7 火 ３年生実力テスト①

9 木 前期生徒総会

12 日 ３年生修学旅行～14日

15 水 ３年生振替休業日

20 月 教育実習(保体)～6/16

21 火 色別応援練習①

22 水 色別応援練習②

23 木 生徒会各委員会

24 金 避難訓練①、色別応援練習③

27 月 色別応援練習④

29 水 校内競技会が雨で順延

31 金 ２･３年生英検ＩＢＡ、英検①

3 月 校内競技会

5 水 全校応援練習

11 火 全校応援練習

12 水 市郡総体壮行会

４
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15 土 市郡総体１日目

16 日 市郡総体２日目

17 月 振替休業日

18 火 振替休業日

19 水 学習相談

20 木 市郡総体報告会、学習相談

21 金 前期中間テスト、生徒会各委員会

25 火 むつみ学級校外学習

1 月 Ⅱ期時間割開始～11/29

2 火 潟上市教育委員会学校訪問(授業参観)

3 水 県壮行会、県吹奏楽コンクール中央地区大会壮行会、ＰＴＡ②

4 木 ３年生実力テスト②

5 金 羽城祭集会、漢検①

6 土 県総体(柔道)～7日

7 日 県吹奏楽コンクール中央地区大会

9 火 羽城祭部門の係決め

12 金 ＡＬＴトマス先生のお別れ会

13 土 県総体１日目(相撲、陸上競技、卓球、剣道)

14 日 県総体２日目

15 月 県総体３日目　【海の日】

18 木 ２年生教育長による英語学習講座、生徒会各委員会

19 金 水難事故防止講話、羽城祭部門別会議

22 月 夏休み前全校集会、県総体報告会

23 火 夏季休業～8/23

4 日 東北中学校柔道大会～6日

7 水 東北中学校相撲大会～8日

8 木 東北中学校陸上競技大会～9日

11 日 【山の日】

12 月 【振替休日】

17 土 全国中学校陸上競技大会～20日

21 水 全国中学校柔道大会～24日

24 土 ＰＴＡ親子ボランティア(おもいでゴミ拾い2024)

26 月 夏休み明け全校集会

28 水 羽城祭準備期間～9/6

29 木 ３年生実力テスト③

30 金 秋田県教育庁中央教育事務所長訪問(授業参観)
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1 日 市郡秋季大会(陸上競技)

6 金 羽城祭前日準備、リハーサル

7 土 羽城祭、県中学校秋季相撲大会

9 月 振替休業日

12 木 男鹿潟上南秋中学校合唱フェスティバルに３年１組参加

14 土 市郡秋季大会(野球)～15日

16 月 【敬老の日】

21 土 市郡秋季大会１日目、県中学校秋季陸上競技大会

22 日 市郡秋季大会２日目　【秋分の日】

23 月 【振替休日】

24 火 学習相談

25 水 学習相談

26 木 前期期末テスト、生徒会各委員会

27 金 ＰＴＡ文化部主催講演会(講師:ABS秋田放送ｱﾅｳﾝｻｰ 田村 修 様)

30 月 ３年生実力テスト④

1 火 開校記念日

2 水 生徒会役員選挙

3 木 ３年２組昭和こども園訪問(技術･家庭科)

4 金 ２年生マナー講座、英検②

9 水 校内授業研究会

11 金 前期終業式、後期生徒会役員任命式

14 月 【スポーツの日】

15 火 秋季休業～16日

17 木 生徒会各委員会任命式、生徒会各委員会

22 火 ２年生ＣＳＷ～25日、３年実力テスト⑤

23 水 ３年生進路説明会

24 木 １年生宿泊学習～25日、３年生性教育講座

29 火 後期生徒総会議案書読み合わせ

2 土 県中学校秋季剣道大会･柔道大会～3日

3 日 【文化の日】

4 月 【振替休日】

5 火 教育実習１日実習

6 水 避難訓練②(火災想定)

8 金 漢検②

11 月 ３年生三者面談～15日

12 火 ３年１組昭和こども園訪問(技術･家庭科)

14 木 後期生徒総会

15 金 ３年生後期中間テスト

20 水 １年生ＳＯＳの出し方講座
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21 木 １･２年生後期中間テスト

22 金 ２年生認知症サポーター中学生養成講座

23 土 【勤労感謝の日】

28 木 ３年生実力テスト⑥

2 月 Ⅲ期時間割開始～3/21

5 木 １･２年生県学習状況調査、むつみ学級校外学習

10 火 生徒会各委員会

12 木
都城市との交流事業に生徒会執行部
　　冨樫美咲さん、加賀谷緋来さん、菊地望桜さん参加～14日

18 水 教師ミニミニ体験～20日(高校生3名大学生1名来校)

21 土 県アンサンブルコンテスト中央地区予選

25 水 ＵＪＯリンピック、冬休み前全校集会

26 木 冬季休業～1/13

1 水 【元日】

6 月 ３年生実力テスト⑦

13 月 【成人の日】

14 火 冬休み明け全校集会

23 木 新入生体験入学･保護者説明会

24 金 １･２年生総合発表会、英検③

28 火 生徒会各委員会

30 木 ３年生後期期末テスト(実力テスト⑧)

2 日 県中央地区ソロコンテスト

7 金 むつみ学級１･２年生校外学習

11 火 【建国記念の日】

12 水 ＰＴＡ授業参観

17 月 １･２年生後期期末テスト、生徒会各委員会

20 木 ３年生を励ます会

23 日 【天皇誕生日】

24 月 【振替休日】

26 水 ３年生栄光賞授与式、同窓会入会式

28 金 ２年生進路説明会

5 水 ３年生公立１次募集入試、１、２年生実力テスト

6 木 卒業式準備、予行

7 金 卒業証書授与式

13 木 １年生秋田の食文化に関する講演会(技術･家庭科)

17 月 生徒会各委員会

20 木 【春分の日】

21 金 修了式、大清掃

22 土 春季休業～4/4

28 金 離任式
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